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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブの諸£iがクラブ活動の…環として協力，ジミ麓した

　　　　　　　1．はじめに

　乳牛舎ξiたは附属i莞備の新築またぱ改lll主1∫なう房合

；こは，姪狛桔の経灘三，乳牲理へ煽莞パζ斑法

レノ磁率，牛舎内外の衛生などのi諸点か総合約｝こ綾註され

なけが頴らないパこの報呂では，とくに・瀦ぷ
烈Clean・nil▲・ノGパ）蚕磁という飴詞泣：膓募から・乳

牛舎および｛ぴ属設縮改善の固題を考えてみた。

　弓．乳i膓きわめて汚染しやすい食品であるため・乳牛舎

の改濠や衛生的なzi浮Lの取玖いについては今まて1こもし

ばしぼ指揺されてきた（2x3x4）。にもかかわらす・それが

今Uまで※i々として進まなかつた絞大ω理i．ヨとして・⇔

別動縦家には，灘な・泊註溢するための紺1臼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　ぜパな負恕を，白力ではね返すだけの力がなかつたことをの

げることができる．蕗膿返紺ヒプランでぷく露ぷミ語の

隷が齢れたのも溺・拡こ鋤をつけるためで・ぶし

い賦治競争を前にして多頭飼育によつて生庄費を下げ・

これによつて褒生環《亮にタ《する農家の熱意を刻待してい

るわけてある（5）。

　しかし，現在の悪条｛・i：1ごにおレ・ても，そ㌶パil応の改㌫

の方法があるζよずである⇒1｛こ糖や灘……をぷζするだ

けでなく，今あるものの管理とか搾乳痴法・弓乳訟玖い

畷きはど纏竈かけないCできることも多い・ξ鰭ら

はこれら改警の瞬芸をはつき・りさせるため，1957年と

1搬年ば磁三ぷ彗繰にζ3ける亘濃の先進］皇・畑　i∫で実

態凌宜を行なつたので，そのぽ要をここに裟告するとと

　も1こ，いくつかの濁題点｛こもふンiLてみた（

　なお，1961ぷレノ討．ε｛iの一一ぷミは，鳥jlく県ぷ吉長農高・ぷ庄

鳥農学報，x∬

ものである。伺クラブの諸刀をはじめ調査農家のプ∫が

ち泣びに調査にご働ll：雛かゲこいただいた銀差ミ

高校又づ；蕩1保民，泡区酪綴乏≡貝・瀬ト蓬徳保・鶴パ干寿

美［ζ栄川，金艮i篶治，灘利ぷ夫，山根政rl∫の各氏に厚く

激髄去する。また⇒；査に協鰯ミつた本溺毯専攻

生・石河：積宏，谷野」E昭，永川洋一の3君にもあわせて

i宗司重したいロ

　　　　∬．鳥取県の乳牛舎と附属設備の概要

　まず，1958勉燦急語ε・乞ンナメ⑥によヅζぷ《線の

乳牛含とi対属設藪iの織誤をみると第1表のとおりである。

　第域烏取以の㌘i捨礁風灘初似要（19⑮
脚　　　　　　　　　‘　　　　項

；灘認籔γ竃曇竃こ

當曝灘鍵二

同1属
設　｛薗

竃灯がある　　、
通域，採光窓がある

撒｛慧膨｛

ぼ三｝氾厩舎がある

日　　i皐均禦鑓2
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　　　　　｛44．o；58．4

　　　　　i　7．9i　O．9
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　　　　　｛20．8；　7．1

　　　　　虞ぽ
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畜舗　｛5．32．9
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｣聯鷲霞懸雛蟹ζ警
　　　整商され㌧こもの1つについて。．膨藁水設備｛こ｛よ

　　　家事∫｛」と兼携しているものはゴまない⊇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪962
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内地平均にくらべると，専用建泡で飼っている農家は7．4

％多く，通風，狂光窓や尼灯の設備率も葺竃い。しかし

母圧または納ぬとll潮1の季L牛舎はなお41％もあるし，不

透水性の床欝造になっている写舎は平均より12・8％も少

なく，踏込式のものは27％に及んでいる。踏込式乳牛舎

の分布には従来の役肉｝］牛馬管理のフ響カミ強い（7）。また・

糞尿分離のできない牛舎や給水設備の不夕苗なものも目だ

つている。

　以上の点ご，中固8）や農二生産二査会㈹の詞査によつ

ても才旨輻されているところである。

濫．認査農家と認査方法の概要

（1）調査集※の燃絡

調査集落のある所子地区（旧所子村）は，第1図に示

　店王：米麦の販売金額10万円以上の農家比率が60％以

上を占めるが，米麦以外の農産物販売金額（ここでは酪

農がその｜’ll心）が5万氾以上の堤家も40％以上ある商業

的ζン猫在集落。

　1謝言：水田率は70％以上で，販売金額が5万円以上を

占めるような商ぷ杓農産物はないが，かなりの商品的農

云をやつている集落。

　上野：米麦，なしを除く，野菜，酪農，豚，にわと

り，蓑i蚕など商業的農産物の販売金額5万円以上の農家

が60％以上を占める商業的農業集落。

鷲緯鑓

一撒撫三’
誓誌一　　纏蕗
八鰭；舶恒1～よ懲婁戸　・

！㌃笛馳譜i
　・べ　契　　　　｝
　　、　　　　に一　　！
　　　　　20尊口

劃

　　　　第1［8i詞査集落附近の地理概況

すとおり大山のi己野がゆるべ）かな斜爾となって1三i本海に

臨む地域｝こ位置している。1955年，この一一；6｝｛日2市20力

岡村ご大山山嵩集約善各農地域に罰」ノCされたが，所子已区

はこの地域でもつとも早くから乳牛を入れていたところ

で，犯40年には閲冶乳業所子謝易を誘以して，名云とも

に烏H叉り曇の酪混先遼ii占となつた。

　1954年に85頭⑨（成牛のみ）いたこの纏区の乳牛は，

1960勾三ζこ1文271頭｝こふえ，全㍑乏2、031｝∨のうち168／一ヵ遠，〕

γ」壌家になつている（11）。　しかし，全耕旭の約80影がぷ

田で占められる地区だけ1こ，水田酪ぶをめぐる経営上の

閲題（9）も少なくない。なお，生産された牛乳は大山酪連

を通じて明治乳業に三乳されている。

　調査を行なつた唐ヨ三，国信，上口の3膓、、亘は，所子迫

隠：の代表的な酪ぶぶ落で，第1図にも示したように，山

陰オ線大山口ぶを中心とする3∫］形の頂点に注置し，い

ずれもぶから淀歩で10分程度のところにある。これらの

集落に，1955年の江：：時農．1ミ基本○山によつてつぎのよう

に階層分け（12）されている。

（2）調査方法と調査膠家

　調査｝よ1957生｝三9力（13）と1961壬p7月の2巨1行なった。

詞年とも4舎ならびに附』鴎設備改善の動向をつかむた

め礪…項日について調査を行なうとともに，1961年には

盛夏を選んで衛生醸からみた乳牛舎ならび、こ該備に関す

る採点函査を追加した。この採点調査には主に養良機高

畜産クラブ員があたつた。1957年の調査農家は，当時の

酪農委員に依頼して，各集落から平均的な乳｛‘飼育農家

10〆ずっ，合計30戸を有えζ選疋した。1961年の調査もこ

れと同一の農家を調査することにしたが，その後転居と

か飼冨中止，非搾乳（末経産またζふ乾洞牛）などの農家

が6ヂあつたため，この報告ではこれらの農家を省い

て，担57年から継続的に詞査のできた2野司こついて考察

することにした。非搾ゐ言家を除いたのは，採点調査を

ぼ乳農家に己く疋したためである。

　調査茂家の経営観況を示すと第2表のとおりで，この

4年1醸こ和←はぽとんど飼われなくなり，逆に乳牛頭数

がいちじるしく増加して畜産収入のウエイトが高まって

きたことが分る。飼育乳牛はほとんどホルスタイン種

で，第2次大戦前からの飼育農家が14戸を占めている。

唐王集落の全農家とK15，　U18，　U21以外の農家には，米

麦，畜産以外の農産物販売取入として10～40％のタバコ

収入がある。

（3）　き周在o）ゴ三な『勺容

　a）　アソケートおよびきき取り詞査（1957年，’61年と

もまぽ同じ）：①’ピ営の概要，②過去および現在におけ

る乳午の飼育状況，③第二次大戦後および第1回調査以

後における牛舎の新築，改造の状態，④牛舎および設備

藪3の計阿，⑤工乏および冬季の乳牛管理（，57年のみ），

⑥乳質改善のために注ぷしているぶ項と今後の計画（’61

年のみ）など。

　b）観察および測二這訳i査（1957，’6141三とも濱1じ）　：乳

牛舎の寵灘と牛舎および附属施設・設備の形態，縫造に

ついて。



（］22） 尾　崎 繁り］・鉄　純　三三

第2表　調査農家の経営概況（1961年7月）

＼項日　　牛の飼育頭数

農翻＼｝乳牛｛

　　　　　頭
丁1　　2　（1）

T2　2　（1）

T3　2　（2）

T4　2　（1）

T5　2　（2）

T6　3　（2）

T7　4　（1）

T8　4　（1）
T9　　5　（3）

鞘i…（・・6）｝

和牛悸数
竃撮耀熱鰍経営耕地苗i積

（。）、水騨嶋一

0

0

0

1

0

0

0
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導。）
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③

闘
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5

22
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年1　人　　才
3
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3

4

3

3

3

　　｝

521166

65

32

52
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42

パ3°

75

121・

130

166

89

　　％al

　80．0

87．6

84．7

78．3

82．5

92．2

160　i75．0
　　ミ1971767

25、0

30．2

43．3

41．5

55．3

29．7

53．3

49．2

a

3　　　　35　　　204　180．4　168．0　’

業態

…（…）1…｝

1種兼

専業

専業

1種業

専業

1種兼

専業

専業

販売収入の割合

K10
Kll
K12
K13
K14
K15
K16
K17

1　（1）

1　（2）

2　（2）

2　（1）

2　（1）

3　（1）

3　（2）

3　（2）

米・麦巴産

1（1川
　　　　EO　（0）

0　（0）

0　（1）

1　（2）

0　（0）

0　（0）

0　（0）

5

21

11

18

14

9　…

5｝

22i

80

70

85

40

50

80

70

…1・…1・・5・38…｝・3・・　｝

　幼　　％
75　　1　20　（15）

6° P30（1°）

3i33
ぺ4・
4i25
3｝32
3｝32
3i
4｛32
3i35

　　i

321・25…72、・14・．7、繰、5・

　　　　　　　　　　　　　　　30
　　i　182　　56．1　　　　　　　　　　　　　　　30

！lli欝竃

剛69・2鴎雛i

20（20）

30（30）

15（20）

60（25）

50（10）

20（15）

．旦o．．（ゆ，

30¢◎）

30（15）

20（20）

32（20）

30（17）

50（20）

40（10）

50（亙5）

平均

U18
u19
U20
U21
U22
U23
U24

、（、、i。（。）

2（1）い（・）

2　　（3）　　i　1　　（2）

214）｝3（2）｝

3（2）iO（0）
3　（3）｝

3（2）i°（3）

…（…）｝・3（…）：13・d・・332・・｝司・…］・5．・｝

・（・）い7

17｝

　18　i

　18｝
15i

　201
　　　i

22i
，＿＿＿まw

　　　　l

i罵鶏曝

3

3

4

3

26

46

24

58

　　ベ　　　　　　　　ヅ

56i57．2118．7｝2種兼

145｝76・5483戸業
19当81・54＆5暗兼
271　181．2　　90．3　　専業

64…59．4121．3専業

50

60

50

60

10

50

40

50（50）

20（20）

20（2◎）

20（20）

40（30）

40（10）

30（10）

平均｛…（…）1・・7（…）118・・1…；・1・・；・5…｝75・・｛・23｛

総平均1・β（…）｛…（1・・）歌・5・23・・、39．・1・・8・・i76・・巴｝

（～上）①脳家番号別の記号は集落名をあらわし，唐王（T），国信（K），上野（U）である。②ヵツ

　　コ内は1957年9月調査時のもの。③牛の飼記頭数には・］・牛も含む。④販売収入の舗合とは

　　農産物の総販売収入に対するもの。

　c）　豪点講査（1961年のみ）：］采点項1翼ま，アメリカで

乳質改善のために使われているもの（勘を参考にして，

牛合および附属設描の整養｝§に関する小項日37，それらの

管理と搾孔および牛乳の取払い1こ関する小項目44をつく

り，前者に40点，後者に50点を配して100点満点とし

た。ただ，街上面を中心に考えたので，W菜能率の点な

どと相反する項嬢もある、

W．議査結桑とその考察

（1）乳牛舎と附属設備改善の動き

　a）　スタンチヨン式牛房の増加　舞［2次プく戦後から第

1回の調査を行なった1957年までの約12年1｝1と，その後

第2回詞査までの約4年聞に，乳牛舎または附属設備で

改善された個所を農家別に示すと第3表のとおりであ

る。この巾でとくに目だつ傾向は，乳牛飼育頭数の増加

と併行して，蔽近4～5年i］1にスタンチヨン式牛房を設け

る農家がふえてきたことである。これらの農家の大魏分

は，玩在または逃去に3頭以【：の乳牛を飼つている農家

で，£引了管理の能三パヒとか舎内衛生の向上などがスタン

ナヨン式牛房設遣のねらいとなつている。　　　　　　．
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第3表　　農家別にみた乳牛舎および附属設縮改善の動きと今後の改差1計画

渋1
家別＼

Tl
T2
T3
T4

過去に行なわれた改善
1945乏芦～1957巡仁9月 1957勾三10月～1961玄じ7月

珍eの乳牛顔　　今後の改熟計画

酬形式 1961圭］三8月以後

　　　　　　　　　　　　ミ糞尿分離のできる牛③精築i通風窓新設

牛房の増設　　　　　　　　飼槽禰を木箱に転換

・…………・………………… p牛房z亥廊こ1麟巴綴出川勘二ぼSぽ

・・…・一……・……………－ P通風窓ユ曽設

　　　　　　　　　　　｛
T5｝…〉弁・…◆・・……一・否・・　　一一・・

T6……………〉一・一…
T7　・………………・今…

T8E－一…一…・一・
・・｝｛聾欝㌫議スタンチ

K10
K！l

K12
K13
K14
K15
K16
K17

牛脇ご置転換，スタンチヨン式・｛

勺房に改造，移劫式飼漕設置
スタンチヨン式，水道，飼槽，螢光

コンクジー｝飼措と水迫新設

水道親没

｛B
iB

蚕室を改良し牛房摺設

ひさしをのばし牛房増」没

コンクリート床の牛房垢設

コンクリート床で糞尿分離

コンクジート床の牛房増設

コンクジー｝床で糞尿分離

コンクジー｝床で糞尿分鳶：：

lB
lA
　B

　A
　AB

　AB

　A

1和・端り距なし

楠司老栢ヒのため牛舗築

和牛房通風窓の設置

和牛房i尿溜，堆叡i肥舎の新設

和牛房i通風窓の増己
金部スi老朽化のため牛舎新兎

一部・i暢磯没

和牛汐i別になし

一一買Xi老棚ヒのた駆踏新築

一玲スタンチヨン式牛房に改造

堆厩肥舎と兼川の尿溜親没

通漫，採光窓の増設と水道新設

召房の灘置転猿，窓に念ll己設置

懸肥顔出用山口と扇繊機の新設

一部スタンナヨン式牛房に改造

通風，採光窓の新設

iA
｛A
iB
iA

㌫綱難震讐箏ぎ化

B

スタンチヨン式牛房に改造・鰯曹iB

、相稿i胤動雛

1和牛房i広くて明るい牛合新築
呈　　一．l

i穣牛援水道と堆厩肥舎の新設

L部ス

ー部ス

塗部ス

牛舎の拡張と設縮充実

牛合の拡張

水遜と境厩肥舎の翫没

U18　iワラ屋根をカワラに葺き替，金溺戸新設
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

u191採光窓新設
U20
U21
U22
U23
U24

コンクジート床の牛舎新築

水道噺設

17．3ノ〆の牛舎を別に新築

コンクリーf床，水道新設

　　　　　　　　　　　　　　　　A畑宗別になし

…鹸窓織短没置　　…パ羽縞…兄蓼になし

三㌶芸綴蕊；留灘己、㌶罐㌶念蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　B，一部ス已築早々だが緑鞭

厩騰澱江タン芦ン式糖，Aト部ス剖法し
勢第禦㌫蕊∋A・ト部・ご窓蹴

（注）①水道は家畜ユ用のものをさす。②「飼箔」とあるのは情から木笛にバつたもの。③乳ゾ、房の悲置

　　は1957年9月調査跨のもので，分頬方法は第2図参照のこと。ABはAとBの柄周型。④同じく形
　　式の「和子房」とは，今までの和牛房をそのま＼乳午脇こ転用したもの。「一部ス」とは一詔の牛

　　房をスタンテヨン式牛房に改造したもの。「全部ス」とは全牛房をスタンチヨン式に改造した

　　もの。

　この地区では，乳牛舎のある建物のほとんどがカワラ

葺き2階建の独立した専用建物で，住摺の前函に庭をは

さんで向い合つている。小数の羨家を除いてこの建物の

奥行きは5．4m｛3渕）1こ決つており，飼育頭数によつて聞口

に7、2（4聞）～10．8m（6illl）の閥きができている。一殻i灼な

牛房の配霞を示すと第2図のとおり2つになる。これは

和牛飼育当時の牛房記置にもとつくものである。

　牛房を全部スタンチヨン式に改造した農家には第3図

のような例が多いが，多くは，和牛房の一当（1～2已ノの

をスタンチヨン式に改造したもので，これらを合わせ

ると第3表に示すとおり，調査8ズの約．i三《になる。

促の平数は，今までの和～㍑霧をそのま樹llしている。この

和牛房の広さは，第2図でも分るように2．7×2．7mまた

は2．7×3．6mのものが籔通で，牛は1頭ずつこの1川こ

放飼ざれている。天井の高さが1．95～2ユmあるから1

頭あたりの空間ミよ蟻低でも14．2川’縫保されていること

になるが，2階があるため天那が一般に低すぎる。スタ

ソテヨン式牛房も，現江の飼ば京数ではそれ1まど濠纐続

の制約をうけないので，第3認1にも示すとおり，普通み

られるものより広くとつてある。スタン〉ヨンの繕造そ

のものも，堺縄の首環をっくつて両測から縄またはくさ

りで弼長り，牛が前にでないように沫上1．2～1．3mのi畜

さに横木を渡した頂度の商単なものであるから，昧は前

後，左右，かなりr’ぽ｝こパくことができる。したがつて，

いわゆるスタンチヨン牛舎のような乳牛の衛生的な管謬

は期待できない。
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第3図 スタンチヨン式乳牛舎に改造した例（T6
農家，　1960王洋7月改造，　単位n1）

　b）牛尿のコソクリー｝化と尿溝の言箕スタンチヨ

ン式牛1努の設置と共に床はコンクジートに改造され，伺

時に尿溝や尿溜を設けて糞尿の分離をはかる農家がふえ

ている。乳午自休の健康のみならず，肥料成分の有効な

矛澗のためにもこれは望ましいことである。牛床のコン

クリート化は和牛房をそのまま乳牛房に転用した農家で

も部分的に行なわれ，全乳牛房を土床のままにしている

農家はわずか4戸であつた。このうち3戸には，床を3Gc灘ほ

ど掘り’下げた踏込形式が残つていた。逆に，全部の牛房

をコンクリートにした農家は10戸みられた。3集落の中

では国信集落にコンクリート化の傾向が強い。コンクリ

ー『製の尿溜は％の農家に設置されていたが，一般に容

量が小さく管理も悪い。また，壁の内側を訪水絹斜で仕

上げた農家は1戸しかなく，牛房の仕切りも多くがかん

ぬき式のものであつたから，糞尿が附着しやすく水洗も

むずかしい。壱妓（15）らが指摘するように，牛舎麟体の

構造の欠陥からくる・｛：体汚染の原因になつている。

c）水道の涯鯉麹掘醒艮乳牛6猜ぽ綿齢撒
な水が多i辻に必要なことはいうまでもないが，1957年の

調査当時には専用の水道設η苗便気ボンプによる井戸水

利月Dをもつ農家は上野集落に2戸あるのみで，井戸ぷ

または川水を直接利用するものが残りの半分ずっを占め

ていた。水道設備農家は4年後さらに4戸（うち1戸は

ウオーターカツプ）ふえたが，このうち3戸は4～5頭

の乳牛を飼う唐王集落の農家である。川水利用の礫家に

は，蓄舎から川まで30mも離れている農家もあつたか

ら，運搬中の水白体の汚染とか，舎内や器只類の水洗が

不十分になる度合が多い。

　また，最近飼槽を改良した農家が7戸あつたが，これ

は主に幻枯を大きくして給鱗回数をへらし，労力を省こ

うとするのが目的である。従来の飼槽が深さ25醜に颪径

65㈱程度の移動式の桶であつた命こ対し，深さ406川こ80

×70鍋程度の木Z§にして容量をふやしたものが多い。T

8農家は牛房前面に1本の1戯定式コンクリート飼槽をつ

くつているが，弓房が従来の和牛房のままであるため牛

の山入りゃ他の作業がかえつて不便になつたといつてい

る。飼槽を1カ月に1～2度しか洗わない農家にとつて

ぱ，桶よりも狙のプ」が板の継ぎ1三iが少なく編生的ともい

えるが，底が深いため角が不潔になりがちである。飼槽

とともに水入れの不備も目だつた。飼槽と関連して飼料

の貯蔵ならびに調製場所が不完全なこともとりあげなけ

ればならない。第2，3図にも示したとおり，牛房通路

が切り草や濃瓦飼料，動力カッターなどの置き場となっ

ているため舎内の乱雑と不潔を招くだけでなく，飼料に

異物が混入する危険を生ずる。また，1階通路の天井中

央に蓋のないワラや乾草の落し口があるのも座あいのふ

影
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える房ミ因となつてし・る。

　d）通風，採光窓の］芸設とその㍗理通も採光窓を

新設または増殼した農家もかなりみられるが，和ぷ肪当

時の椅造が残つているため第3図でも分るように窓の

少ない牛舎が多く，舎内が非詣iこ暗い。1961年7月25日，

14～15時しぶ4）に念内水平ス：、度（床上1m，牛房中

ヅミ）を罰‖定したところ，5～25三x程Lこのものが多く，　30

1x以上はわずか3戸で，最高が851xという状態であ

つた。而積の一ヒからみても1頭あたり3600ぽ2以上の採

光窓をもつ農家は10戸で，1800～2700認2程度のものも

2戸あつた。通風窓にいたつてはさらに不完全である。

窓の繕造や［i常の聞閉などへの藝ξ慮も足らない。

　扇鰍髭をとりつけた農家もあつたが，窓の蕗ζ呂や大き

さが不完金なので効果があがつていない。上口ぶ落では

厨人会でカやハエの発生1豹止のため定期ぢミ3」：を行なうと

ともに，牛合の出入り口に縄のれんを張つたり，窓に金

約を施すなどして，集落ぐるみの戊孝↓をあげていた。

　e）　そのはか　堆鹿肥の処難方法や推二1場茄は環紘垂i：i

生と関係が深い。床縫造のしつかりした堆厩肥舎をもっ

ことが望ましいが，現在，堆溺灘舎のある農家は24戸中

11声である。第1回調査以後の薪設1よ1戸であるからこ

の面の改苔は造んでいない。しかも，堆三亘舎の有ぷに

かかわらず堆L湯所が弓舎iこ近く，15m以上離れている

農家1ま4戸しかない。牛舎にiジ1嬢して培混鑓舎を、；気ナて

いる農家も多いが，牛舎との通路は完全に淫断できる構

造にすべきである。また，和4坊ぶ月魏べものには弓滋の

山入リロが前面にただ1つのものが多いので，謝把の取

り出し口は背後に設けて洋業を手際よく行なう工夫も必

要である。

　牛舎に竜灯のない農家はなかつたが，20W以下のも

のが多くこれでは暗すぎる。1燧の竈ξ1’であるから移図

のきくようにしておくと便利である◇このほかのる渚θに

ついては別の項でのべる。

　（2）乳牛舎ならびに附径設備以改善計麟

　各農家の今後における午含・設備の改善三1画を示すと

第3巳∂ようになる。いままでに指摺した爪が1まぽ金㍍

とりあげられており，牛舎の新築計薗をもっ農家もかな

りある。飼育頭数の増加とともに牛舎の改言霜望は金国

的iこも強いぴ）。しかし，ほとんどの農家で賢金不足が

改苫計恒1を阻む原灘となつており，その対策を蟄むぼ家

の多い実恒α7）も考えてみなけれにならない。

　（3）採点調査からみた乳登改善のジ状

　以上が牛舎ならびに附短設備の最近｝こお｛ナる改善の動

きであるが，清潔な牛乳を生産するためには，これら施

設・設備の日常の鶯理とともに，乳牛の健康とか搾乳力

法，牛乳の取扱いなども併行して改菩されることが必要

である。1961年iこ行なつた採点調査は，このような立場

から総、合約に乳ぼ改善の現状をつかもうとしたものであ

　る。第4表｛こはその結梁を9つの項1ぶことりまとめて農

家別にあらわした。

　a）項｝1別にみた改善の度合調査全農家の平力は

100点満点の56．5点で，最高が66．5点，最低が45．5点で

あるから，改善の余地が非常に多いことが分る。牛舎や

設備の整備状態とそれらの管理や牛乳の取扱いとの得点

率（基準点に対する百分率）をくらべてみても1まとんど

同じような低率を示している。

　①　牛乳の処理設備とその取扱い：この項巨iはとくに

得点率が低い。専月］の乙｝二乳取払い室をもっ農家は1戸も

なく，搾つた牛乳は牛合や台所の片隅で漬過したり，搾

乳バケツから如送了Liに移しかえたりしている。漉過器の

ある農家も半数だし瀧遇布を毎回新しくとりかえる農家

は全くない。もちろん，専用の冷却施設はなく，ガ1承や

井戸水，湧水などにつける程度であるから，厚生省令に

定められている18°C以下はおろか19°C以下に冷却で

き一た農家も2戸しかなかつた。多くの農家は20～23℃と

いう極めて危険な状態のまま出荷している（18）。集乳垣

パの合ユ化（19＞が強調さオ℃る由えんである。

　②ヱ；・乞のi混葡とその宕理：ll麦亘における牛舎改善の

動きにっいては先にものべたが，その整備状態にはなお

不満足の点が多い。そのうえこれらの管理も多くは不ゆ

きとどきで，天扉や窓にはクモのぶがかかり，せつかく

っけられた擁尿溝の抱除も十分でない。飼檀のぷ洗も長

時日行なわれないため腐玖臭を玖つているし，給水も常

時なされていない。牛舎の周辺も不潔なものが多くハエ

の発生も少なくない。しかし，舎内消毒や，しきワラの

取り替え，檎充は比較的よく行なわれていた。

　◎搾乳用器呉の整繕と縫理：専周搾乳バケツ，搾乳

掩子，拭い布などの整備はよくできているが，搾乳服の

葛鰯ilはほとんどなく，バケソも小口のものはみられなか

つた。これらの管理成ぼが悪い理由は使用後の洗諜が不

ジL全で，洗剤や以薗剤，湿湯なども全く使われていない

ためである。水洗後の綴具の乾燥も不十分である。

　④　乳午の健康と牛体の清潔：牛乳は健康（入に感染

する病気をもたないもの）で清潔な乳牛から搾られるこ

とが乳質を高めるために不口］欠の条伴である。先1蓮地だ

けにこの緬にはあま参間題はなかつたが，国信集落の牛

体管理がやや悪かつた。

　⑤搾乳者と搾乳方法の清潔：搾乳はすべて手搾りで

、



臼26） 尾崎
麹1ミ・u、　き当ミ　治セ　 三三

；籍42．ミ 農家別に．みた採点調査の得点（1961年7月）

湯

日 季L∠1二，　乙｝二奮・，　ド日『属」斐召‖の彗蓬f｛1藷］ノミ∫さき 乎し乙輻，乙｝二舎，F｛寸』養き設？i春の餐了翌塁とZ↑ス季Lの取］2乏

麟罐灘鰍ま1剛⌒綱
・・t，、潔1・i、。　樺潜1、曇曙i；1；已、藷

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

　　9

　　；

il
i・
］・

ぱ

点1

1

1

　　ど1ゴこ“i

・2i

：

、；

｝；

9

　点i
；：：

；引

…1
2．51

2・V
i引

　むコ
ぷi

1

2

2｛
1

2

1

1

2

1

　　　点1

・23．51

　　　　F
il：li

l自

；1：自

慧

8

8

8

8

8

8

8

8

8

1’
1．～

’、‘、

落等乳

　　　生

　　　合

　17

　18
1
　14

　11

　　9

　15

　17

　13
　1］．

占1 ・点

ジ

：

引

；i

、ぜパ

§

；｝

剴

ll

3｝

　ト1〔》　　　　1三；

　ノヤ　　　　　　　　　ノトヘへ

6　141
61・2

6｝37
5i33
6　　33

6　　36

6　　40

6　　37

6　　30

1，1．，

16…

　　点、

64．5

66．5

53。5

50．5

65．5

62．5

51，5

％

0．73

0．67

0．15

0．95

0．49

⊇，；：i圃劃；：；閻、i。1瓢；：1』謡：lill：li°・46

10

11

12

13

14

15

］6

17

1

i
i

9

9

9

9

9

9

9

9

gi
・・．5｛

6｛

12｝

1°・5｝

10

12

10

…｛・
2・5｛2

2・511
2．511
2．512

2・512
2・5i　1

2・5！2

22、51
　　　　1

24．Oi

18．5｛
　　　　…

24．5｛

24．o｛

23．51

・…｝

23．5｛

4

8

4

4

8

4

4

8

一
1；｝

｝引

4

4

4

4

4

4

4

4

5

剴

；

：

6

6

61
51
5｝

6｛

5i
5｝

5i

27

31

27

29

33

27

29

34

49・5 p°・34

篇：引1：；；

53．5　なし

57・Olなし

豊㍉1：6

57．5i一

平

得点率1

均｝ 　　　　　　　　　　　　ま

9102．511．623．1
　　　　　　　　　　　　ミ
100　　58．8　　62．5］16．3　　57．8
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　ξ

　　　　　　　　　　　　ミ

5・519・3　415・5
68、8　146．2　　57．2　｛50、0

5・ _29・6、52・7｝°・32

38・4i49・4152・7；

18

19

20

21

22

23

24

　　　919
g　i　g
　　i

9　113
9］10
9：12
　　　

9｛12
9｛9

i

1

10．6i

62．2
　　　z

2．5

3．5

2．5

2．5

2．5

3．5

2．5

1

0

2

1

0

1

1

平　均　9
そ2㌧ぐ∴≧干：　　100

　　　　べ

12L5｝

i26．5
｝22．5

1…司

23．5

i25・5

121・5

4

8

8

8

8

8

8

1

x

10

16

15

12

14

14

16
1

2．8iO．9

69・718・6

　　　オ　　　　　　　く
23．2　i　7、4　i13、0
　　　｛　　　1
58．1i92．9：69．3

4

2

4

2

4

2

2

5

6

4

5

7

6

6

1
5

5

6

5

5

5

5

28

37

37

32

38

35

37 1

49．5

58．5

63 �ﾈし
54・。12・11

iil‖ii；

　　　　　　　　に　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ト
2．9　i　5、6　｛　5．1　　34．9　｛58．1　｛0．57

4・・8，50・7i36・7｝田・・，58・判

竃…《峯　　…6：　i5：：：　16…：；　i　1；：；　｝…；：：　i　8；：： 12．3i　3．4｛

61．7、48．8、
　　　宇　　　　　i

5．5
・・．・｝ 鑓：i鴎゜’43

（注）①乳牛を2頑以上，乳午房を2房以上もっ農家については，もつとも悪いものを対象にし

　　　た。②翼雷の不潔，とくに器具が汚染している揚合には全得点よりさら｝こ減点し，また，
　　　月］ゐ（のア窪∂寅な｝写婆ヒあるレ、｝まイ云翼ミ・目三の、患ノ＼蓄ξカ；し、た》易・合をこ｝ま0，ξミとするo　③Z尋」お、苓くとぐまユξ主磐

　　　点（項目下のカソコ内）に対する百分亭で万ミしたものD④落等乳発生割合は全生産∫1に対

　　　するもの。1960年8月～1961年7月の1力年間の資料で，一は資料のないもの（大山酪連

　　　調べ）。

ぎ～ξ〉ウく，　二言㌃し喜ボこ二7．パテ／し∨ぐ手・をiうiζう葺　ぷ1㌻9：ブ㌻カ・2戸で『

手を］式くタオノレも不ぷである。3、言乳帽やマスクをっける

入も非常に少ない。乳房の水洗はよく行なわれている

カて，　苫㌻て蒙［込ミ））篭・の蕩ミニ義三カミξまと／ζ＿と’了．了え貢9づ身〕．てし、なし、。

　b）　多葵ζ：｝‥ξ灘｛こみた莚父亨穿c7）度ξヤ　 1陪弦苔…還呈家炎父7シて少るミし、た

め平均値の比較をすることζこは無理があるが，結果は第

講
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召∫一三醸からみた乳牛舎および附1・ら没備改善の実態 （］2ア）

4表，および第4図のようになつた。国信が52．7点でも

　　　　　　　　（戸）
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　　第4図経営状態による採点毒艦：の得点昆較

つとも低く，ついで上野の58．1点，店王のδ8．7点とな

つている。その内容をみると，乳牛ならび1ごp舎・設B｛ii

の整縮状態はほ1諮iiにで，それらのぶ児や取鉄いの方法

によつて得点の差が生じている。改善の遷れている顯信

集落は，護査鯵が丁度タバコの仁．；ミ時鶏と重なつたこと

や水の便が悪いことなどが，管灘不行きとどきの原囚に

なつたものと思われる。

　いずれにしても集ぼの差は，それを清成する｛詞々の農

家の性2品こよつて大きく左右されるものであるから，つ

ぎにいくつかの要素をとりあげてさらに突込んで検討し

てみる。

　c）緩家の盛鋤こみた改の庭㌃①乳・襯龍ば
との関係：午舎や設備の改こ：が，飼育ぼゑの多い農家ぽ

ど盛んなことはさきにものべたとおりである。採ふの結

果でも第4図に示すとおりこの恒向がはつきりあらわれ

ており，飼畜頭数をふやすことが乳葵改ぷの1つのカギ

となつていることが分る。

　◎ぶ産収入のウエイトとの関係：剖罰呉※と農産じプの

販売全収入に占める畜産似入（乳牛の他には小数のぶ

た，めん羊，にわとりがいるだけである）のウエイトと

は必ずしも一弦しないから，畜主収入だけをとりあげた

弓合にははっきりした関係は認められない。しかし，飼

育顯数が多くて畜窪こ数入のウエイトが高い農家では，朗

らかに改蕗の選んでいることが分る。

　③乳牛飼育経験年絞との肉係：経濠年砥の多い農家ほ

0 20 40

ど改苔が遅れている。これらの農家は乳牛飼汀の技術を

一応全部身につけてはいるものの，乳質改菩のための新

しい鼓術や設備をとり入れようとする積極性に欠けてい

るためと思われる。20年以上にもなる農家では，牛舎や

設備仁i替が老朽化しているにもかかわらず，これらの改

善が新しい飼育ふ家にくらべてとくに遅れていることも

分る。乳牛導入の比較約新しい因信で，コンクリート床

への改善が遊んでいるのもこのためであろう。

　④中心1こなつて乳牛管理をしている人の年令との関係

：とくiこ若い管五ヨを除くと，これは経営主の年令とほ

ぼ一致したものである。改3の進んでいるのは35～49オ

の紅理者が中心になつている農子で，このような農家で

は飼冒ぷ数も多いし，施設・設備の改善の動きも盛んで

ある。より高い援術と口営約手醜のあらわれともいうべ

きであろう。50才以上になると，前述のように飼育経験

が長い農家で，施設’設備面の改善が遅れているし，34

才以下の農家では，管理や搾乳力法の不行きとどきが目

だつてくる。

　⑤紅営若旭規模と農業労力との関係：経営規模と農ぷ

労力を単独にとりあげた場合には畷らかな傾向は認めら

れないが，農業労力1人あたりの経営耕地規模との関係

で示すと，第4図のとおり概略の閃係がでてくる。すな

わち，この規模が大きいこことは一応労力のコミ裕が少な

い農家という考え方にたてば，規漠の大きいほど貧理や

取扱いの反績が下がつてくるものとみてよい。酪農家に

おける婦入労勧の果す役割も大きいので（2θ），労力の質

的な差とか作業の便否なども考えあわせて今後の研究が

必葵である。

V．おわりに
　鳥ぶ県の酪農先遜陸与｝こおける詞査であつたが，パ舎

をはじめとする諮農施設パ∠蒲ならζ｝ミにそれらの輻理方

法には，衛生的に改蕃の余丘が膓i三鴬に多いことが分つ

た。近年，牛舎や設鋪改嘗の動きはかなり活発であるが，

午乳込理のための庭没や、i受ぽぶきわめて不完全だし，同

時に詫孔方法や㌢属ほ衰の牛乳↓〆扱いにも間題とするとこ

ろが多い。

　先達地であることや，処理工場の近いことがかえつて

安易な牛㌔生産をさせていると思われるし，労力不足を

訴えながらタバコの生庄に追われて，夏季の乳牛宕理が

十分に行なわれていないことなど，他の生産部門の影響

もみのがせない。いずれにしても，飼育頭藪をふやすこ

とが，この1司題を解決するための兎妻なカギと考えられ

るので，この線に沿つて，議営基謎を固めるとともに（わ
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ガ日のぷ農は双数拡ヅくかそのまま経▽規模拡大の恨障要

則となつているので，これはきわめてむずかしい同題で

ある），酪農施ぼや誌厨のLi矯の㌔JXや牛乳の取扱い1・．

対する認議を，より一L茜∫ある努力がなされなければな

ら乙い。み諏県下の茄11酷農地ぼの経営を調べた農業・：二

産調査会（9）や，原お乳汚染のぶ態調査を行なった北海道

孔質改パ～ブ亮会（21）でも，飼育塚境望縮の問題点として

この点を強く指摘している。酪農家n身も，他人にとや

かくいわれるまでもなく，そぶが～i：浮LL圧者の責務であ

るという心構んをもちたいものである。

　なお，採ふご］」三走に月］いた項目ならびに採点戊、ζ準にぱ，

改，、∫すべき点力夕いことを、請ぶしているので，将未農家

の人ガ鱒工；二に白分でジ点できるものを考えてみたいと思

つている。また紙数の関係で割愛した調五山］のあるこ

とも｛揺己しておく。
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Summa貧y

　　In　1957　and　1961，　d〕e　authors　investi↓ζated　actua夏　conditions　of　the　san三tary　lInprove1ココent　三n　da｝ry

bams　and　their　equipment　belongillg　to　24　dairy　farms　at　Tokorogo，Daisen，　Tottori，　hエxown　for　its

progress　in　dairy　farm…ng．　　　　　　　　　　　　　　　　シ
　　In　recent　yearS，dairy　barns　an（1　the三r　equiqment　in　these　da三ry　faアms　are　pretty　well　irエ】proving，

but　it　leaves　much　room　for　in1Pyovement　i財1：e　mi砥ro◎m，methcd・f　mllki慕g　a・迫handl三ng　of　m三lk．

　　Factors　affecting　the　saぬa・y　imp壬o・ement三n　da元工y　baエns，　their　eqnipment　and　method　are　as

fo1］OWS：

　（1）Breedilコg　number・f　dairアc・ws　pe主dairy　farln、　It　is　the　m。st　important　fac加r、

　（2戊Weight　of　income　fronl　dairy　products．

　（3）Number　o董yeaτs　breed垣g　the　dairy　cows．

　（4）Age◎f　dairman　mainly　breeding　the　dairy　cows，

　◎Cultivted　Iie］d　per　worker　mainly　engaging　in　farming．
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